
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑楽町立邑楽南中学校 学校だより 

 第６号 

令和 7 年９月１日（月） 

 

 ７月１９日から中体連県総体がはじまりました。県総体

には男女体操部と男女バドミントン部、水泳部が出場し、

水泳部３年の森戸洸雅さんが関東大会への出場を決めまし

た。森戸さんは関東大会でも８位に入賞しました。 

また、７月２１日には県東部地区吹奏楽コンクールが開

かれ、吹奏楽部が見事銀賞に輝きました。 

ということで今回は県大会とコンクールの応援記です。 

 

吹奏楽部銀賞! 森戸さん関東８位 

まずは、男女で県大会に出場した 。会場の高崎アリーナは静寂に包まれ、独特の緊張感が

漂います。そんな中、本校の選手たちはすばらしい演技を披露しました。直前の練習ではミスが見

られたものの、一発勝負の本番では見事な集中力で、次々と演技を成功させました。試合後の選手

たちの表情には、やりきったという達成感と緊張から解放された安堵感がうかがえました。 

は、団体戦の１回戦で、第 1 ダブルスで相手を圧倒してとったものの、シングルス

を接戦で落とし、3 年生ペアで臨んだ第 2 ダブルスで勝ちきれず、無念の逆転負けを喫しました。

負けはしましたが、チーム全員で見ることができた県大会の景色は一生の思い出になったのではな

いでしょうか。個人戦に出場した の１年生２人も、この経験を次につなげてくれるも

のと思います。 

そして は、３年生の森戸洸雅さんが 200ｍと 400ｍの自由形で見事に県大会を突破し、

関東大会への出場を決めました。同じく３年生の木村幹菜さんは 200ｍの背泳ぎで決勝進出を果た

しました。決勝ではわずかの差でおしくも関東には届きませんでしたが、見事な泳ぎをみせてくれ

ました。千葉県で開かれた関東大会に出場した森戸さんは 400ｍ自由形で決勝に進出し、見事８位

入賞を決めました。 

 

７/２１に伊勢崎市で開催された県東部地区吹奏楽コ

ンクールに出場した は、すばらしい演奏を披

露してくれました。直前に演奏した学校が大人数だった

のですが、人数の差を感じさせないような心に響く演奏

で、会場の人たちを魅了しました。結果は見事「銀賞」！ 

審査員の一人は邑楽南中の演奏を大絶賛してくれた

とのことでした。 

演奏後に舞台裏で写真撮影に応じていた生徒たちの

弾ける笑顔がとても素敵でした。 

（文責：山口） 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

さあ ２学期スタートです 
昨年度よりも長くなった夏休みでしたが、充実した日々

を過ごすことができたでしょうか？何かに夢中になって

取り組むことはとても大切なことです。普段時間がなくて

やりたくてもできなかった体験なんかができたなら、それ

はすばらしいことだと思います。 

また、３年生は部活動も引退し、来年の春に向けて目標

の切り替えができているでしょうか？ 

ただ、常に気が張りつめている状態だと、心がポキッと

折れてしまうなんてことが起こりかねません。だから、心

のスイッチのオンとオフの切り替えが大切なのです。夏休

み中、学校から解放されてリフレッシュできたなら、それ

はそれで有意義な夏休みだったと言えると思います。 

そして今日から２学期がスタートしました。学校が好き

な人にとっても、なんとなく気持ちが重たかったりするも

のです。なので今すぐスイッチをバチンと切り替えろとは

言いません。これから１週間くらいかけて、ゆっくりと心

と体のスイッチを学校モードに切り替えて行きましょう。 

日 曜 行事・その他 

1 月 始業式･自転車点検 

2 火 3 年修学旅行① 

3 水 
3 年修学旅行② 

1･2 年確認テスト 

4 木 3 年修学旅行③ 

5 金  

6 土  

7 日 県新人大会 水泳 

8 月 職員会議 

9 火 3 年実力テスト④ 

10 水  

11 木  

12 金  

13 土 郡新人 テニス・バド 

14 日 郡新人 バド 

15 月 【敬老の日】 

16 火  

17 水  

18 木  

19 金  

20 土 
郡新人 体操･バスケ･バレー 

 テニス･バド･サッカー 

21 日 郡新人 バスケ･バレー･サッカー 

22 月 校内教育支援委員会 

23 火 【秋分の日】郡新人サッカー 

24 水  

25 木  

26 金 体育祭係打合せ 教育実習開始 

27 土  

28 日  

29 月  校内研修 

30 火  

 

 

将来の夢って言われても… 
 １学期の終業式で、「夢を持ちましょう」という話をしま

した。「夢」つまり「目標」が決まれば、そのために何をす

ればいいかが見えてきます。と、大谷選手の話をしました。 

 ふと、自分自身のことをふりかえってみました。自分が

教職を選んだのはいつだったのか。実は大学に進学してか

らずっと研究職に就くことを目指していて、教員になろう 

と決めたのは大学４年の時

でした。実は多くの人は、

自分と同じように小さい頃

から同じ夢を追い続けてい

るわけではないのです。 

 ヨシタケシンスケさんの

おしごとそうだんセンター

という本は、どんなふうに

自分に合った仕事をみつけ

たらよいのか、わかりやす

く面白く書かれています。 

おすすめですよ。（山口） 

「おしごとそうだんセンター」 

 ヨシタケシンスケ  


